
短期
～R6

中期
～R11

長期
～R21

1 本庁舎 建替

○本庁舎の老朽化が進んでいることか
ら、平成35年度までに本庁舎の建替えを
行い、その間、既存庁舎の耐震化は行わ
ない。
○本庁舎の建替えについては、市民の利
便性を高めるとともに、民間活力の活用
も視野に入れながら行う。建替場所は現
在地とするが、駅舎との一体的整備の可
能性についても検討する。
○市民の利便性向上を図るため、平成30
年度を目標に既存の本庁舎に第２分庁舎
を統合する。また、本庁舎の建替えに合
わせて、第１分庁舎を本庁舎に統合す
る。
○第１、第２分庁舎の跡地については、
本庁舎の建替えに伴う統合後に、民間へ
の貸与や譲渡など有効活用を図る。

整備

○既存庁舎の耐震化は行わずに、令和11
年度までに整備を行う。
○第１、第２分庁舎は、市民の利便性向
上、施設管理等の効率化を図るため本庁
舎の整備に合わせて本庁舎へ移転統合す
る。
○他の公共施設についても、機能集約や
施設スペースの供用が可能なものは、本
庁舎へ集約する。
○施設整備にあたっては、民間活力の活
用や民間施設の複合化も検討する。
○整備場所については、現在地を基本と
する。
○統合後の第１、第２分庁舎跡地につい
ては、民間への譲渡も含め、利活用方法
を幅広く検討する。

・現方針は、第１、第２分庁舎のみ統合
の対象としていたが、修正案は、その他
の公共施設についても対象として検討す
ることとする。（健康センター等）
・整備場所については、現方針と同様
に、現在地を基本とする。
・目標年度は、財政健全化や大型投資事
業の平準化等の状況を踏まえ、現方針の
R5年度までから、R11年度までに変更す
る。

2 第１分庁舎
3 第２分庁舎

4 健康センター H30 集約

○改築予定の富山労災病院隣接地に建設
する保健・医療・介護予防の連携拠点施
設に、健康センターと地域包括支援セン
ターの機能を集約する。
○跡地については、民間への貸与や譲渡
など有効活用を図る。

R11 統合

○市民の利便性向上、施設管理等の効率
化を図るため本庁舎の整備に合わせて本
庁舎へ移転統合する。
○跡地については、民間への譲渡も含
め、利活用方法を幅広く検討する。

・方針に記載の理由から、本庁舎に統合
する。

5 消防本部
H47
(R17)

維持

○平成25年度から東部消防組合において
消防業務を行うこととなったが、施設は
市が所有しており、また、市民の安全・
安心な暮らしのためには消防業務は不可
欠であることから、長期的な視野に立っ
て施設の整備・補修計画を策定し、施設
の長寿命化を図りながら、引き続き維持
していく。

R21 維持

（変更なし）

6 学校給食センター
H47
(R17)

維持

○長期的な視野に立って施設の整備・補
修計画を策定し、施設の長寿命化を図り
ながら、引き続き維持していく。
○施設の運営及び事業の実施にあたって
は、子どもの安全面を十分考慮しながら
も、民間委託を含め、より効率的・効果
的な手法を目指す。

R21 維持

○長期的な視野に立って施設の整備・補
修計画を策定し、施設の長寿命化を図り
ながら、引き続き維持していく。

・運営及び事業の実施に関する事項を削
除する。

7 小学校
H35
(R5)

維持

○教育環境の充実を図るため、長期的に
は小学校を２校とすることも視野に入れ
ながら、平成35年度までに小学校を４校
に統合する。
○閉校予定の小学校であっても、現在通
学している児童の安全面を考慮し、耐震
化が必要な校舎等は耐震化を行う。
○閉校となる小学校の跡地へ地域の主要
施設を中心に機能集約を行い、地域の活
性化を図る。
○新設校に集約できる機能は集約してい
く。

R5 維持

○教育環境の充実を図るため、児童数の
推移を見ながら、令和５年度を目途に小
学校を４校に統合する。
○統合後の小学校は、長期的な視野に
立って施設の整備・補修計画を策定し、
施設の長寿命化を図りながら、引き続き
維持していく。
○閉校となる小学校の跡地は、民間への
譲渡を含め、幅広く検討する。
○新設校に集約できる機能は集約してい
く。

・道下・経田の統合について、学校規模
適正化推進計画では、R5年度を目標年度
としていいたが、現在のR5年度の児童見
込数では、現状の道下小学校においてク
ラス数が確保できないことから、統合に
ついては、児童数の推移を見ながら実施
することとする。

8 中学校
H47
(R17)

維持

○長期的な視野に立って施設の整備・補
修計画を策定し、施設の長寿命化を図り
ながら、引き続き維持していく。

R21 維持

（変更なし）

9 幼稚園
H35
(R5)

維持

○施設の整備・補修を行いながら、引き
続き維持していく。

R11 維持

○認定こども園化や複合施設化も視野に
入れながら、改築、移転新築等の検討を
行う

・老朽化が進んでいるため、中期的に改
築、移転新築等の検討を行うこととす
る。

10 教育センター H30 維持

○閉校となる小学校へ教育センター機能
を移転する。
○適応指導教室及び視聴覚ライブラリー
も合わせて機能移転する。

R21 維持

○長期的な視野に立って施設の整備・補
修計画を策定し、施設の長寿命化を図り
ながら、引き続き維持していく。

・移転を実施したため、維持する施設と
同様の方針及び長期目標に変更する。

11 保育園
H35
(R5)

統合

○平成35年度までに保育園の統廃合を進
めるとともに、民間へのシフトを図る。
○当面維持していく保育園で耐震化が必
要な施設は、平成30年度までに耐震化を
行う。

R6 統合

○令和６年度までに保育園の統廃合を進
めるとともに、民間へのシフトを図る。
○当面維持していく保育園については、
長期的な視野に立って施設の整備・補修
計画を策定し、施設の長寿命化を図りな
がら、引き続き維持していく。

・必要な耐震化は完了したため、維持す
る施設と同様の方針を追記する。

12 児童センター
H35
(R5)

維持

○こばと児童センターは老朽化が進んで
いることから、小学校の統廃合に合わせ
て廃止し、その他の４施設については、
長寿命化を図りながら当面維持してい
く。 R21 維持

○長期的な視野に立って施設の整備・補
修計画を策定し、施設の長寿命化を図り
ながら、引き続き維持していく。
○人口動態及び施設の更新時期を見据え
ながら、機能集約を検討する。

・こばと児童センターは廃止済みのた
め、記載を削除する。
・他の施設については、維持する施設と
同様の方針及び長期目標に変更する。
・集約化については、2040会議等におい
ても意見が出ていたが、学童保育のあり
方検討や人口動態を踏まえて検討する。

13 つくし学園 H30 維持

○建替えや再配置の必要性について、近
隣市町及び県と協議を進め、方針を示
す。

R6 維持

○建替えや再配置の必要性について、近
隣市町及び県と協議を進め、方針を示
す。
○整備や運営については、民間活力の活
用も視野に入れながら行う。

・広域的な施設であり、様々な可能性を
含めて検討を実施する。

14 福祉センター H30 廃止

○子どもから高齢者までの福祉向上を目
的とした事業を、公共施設の再編により
生じる空き施設を活用して実施すること
とし、百楽荘及び経田福祉センターは廃
止する。
○百楽荘及び経田福祉センターの跡地に
ついては、民間への貸与や譲渡など有効
活用を図る。

（用途廃止済のため削除） ・別記載の跡地欄へ。（最後）

15 老人趣味の家
H35
(R5)

廃止

○利用の拡大を図りながら当面は維持し
ていくこととするが、耐用年数を迎えた
段階で廃止する。

R6 廃止

（変更なし）

16
高齢者ふれあいの
家

H30 廃止
○利用者が限定的であることから、廃止
する方向で地元と協議を進める。

（用途廃止済のため削除） ・別記載の跡地欄へ。（最後）
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17
高齢者いきいきセ
ンター

（H26新設）

R21 維持

○長期的な視野に立って施設の整備・補
修計画を策定し、施設の長寿命化を図り
ながら、引き続き維持していく。

・維持する施設と同様の方針とする。

18
魚津市障害者交流
センター

H47
(R17)

維持

○長期的な視野に立って施設の整備・補
修計画を策定し、施設の長寿命化を図り
ながら、引き続き維持していく。

R21 維持

（変更なし）

19 公民館
H35
(R5)

維持

○原則として、公民館機能は耐震性のあ
る小学校跡地へ機能集約し、既存公民館
の耐震化は行わない。

R21 維持

○耐震性がない施設の移転、建替えを優
先して進める。
○耐震性がある施設は、長期的な視野に
立って施設の整備・補修計画を策定し、
施設の長寿命化を図りながら、引き続き
維持していく。
○施設の老朽化を見据えて、既存施設へ
の移転、建替えを計画的に実施するもの
とし、地域の公共施設を中心に機能集約
を行うものとする。
○順次、指定管理者制度の導入を目指
す。

・小学校跡地への機能集約については、
建築基準法や消防法上の改修に高額の費
用がかかることが判明したため、小学校
跡地の老朽化度合いや各地区において必
要な施設の規模を考慮しながら、必要に
応じて実施するものとする。
・移転・集約先については、小学校跡地
に限らず、様々な検討を実施する。

20 図書館
H47
(R17)

維持

○現行の運営形態を維持しながらサービ
ス内容の充実を図り、利用者の利便性を
高めていく。
○長期的な視野に立って施設の整備・補
修計画を策定し、施設の長寿命化を図り
ながら、引き続き維持していく。

R21 維持

○長期的な視野に立って施設の整備・補
修計画を策定し、施設の長寿命化を図り
ながら、引き続き維持していく。

・運営及び事業の実施に関する事項を削
除する。

21 博物館（共通） R21 維持

○中・長期的に施設の再編を図り、魚津
の地形や富山湾の特性を活かした３館の
事業を連携しながら、引き続き維持して
いく。
○整備や運営については、民間活力の活
用を図る。

・民間活力の活用については、2040会議
等においても意見が出ており、活用可能
性を幅広く検討する。

22 歴史民俗博物館 R11 統合

○中長期的に、小学校跡地等へ機能集約
する。
○実施までの期間においては、開館期間
を縮減するなど、経費削減を図る。

・移転先については、小学校跡地に限定
せず、幅広く検討する。
・現状における経費抑制案を検討し、開
館時間縮減の案を採用した。

23 新川文化ホール
H47
(R17)

維持

○県との共同設置施設であり、独自でそ
のあり方を判断することは難しいことか
ら、長期的な視野に立って施設の整備・
補修計画を策定し、施設の長寿命化を図
りながら、引き続き維持していく。

R21 維持

（変更なし）

24 埋蔵文化財調査室
H35
(R5)

維持

○当面は維持していくこととするが、施
設の更新時期を見据えながら、小学校跡
地へ機能集約する。

R11 統合

○当面は維持していくこととするが、施
設の更新時期を見据えながら、小学校跡
地等へ機能集約する。

・移転先については、小学校跡地に限定
せず、幅広く検討する。

25
市営住宅
（共通）

H30 維持

○市営住宅全体について、民間賃貸住宅
の建築状況などを考慮しながら、市で保
有すべき適正な戸数（286戸）となるよ
う整理するとともに、民間賃貸住宅を活
用するなど、維持管理の効率化を図る。

R6 維持

○市営住宅全体について、民間賃貸住宅
の建築状況や市で保有すべき適正な戸数
を整理し、必要に応じて民間賃貸住宅を
活用するなど、維持管理の効率化を図
る。

・適正戸数については、人口動態等に合
わせて変更となるため、削除する。

26

市営住宅
（本江、上村木、
慶野、小川田、吉
島、西川原、住吉
第１、住吉第２）

H30 廃止

○旧耐震基準により整備された施設であ
り、また、老朽化がかなり進んでいるこ
とから、入居者の安全面を考慮し、平成
30年度までに廃止する。
○跡地については、民間へ譲渡する。

R6 廃止

○旧耐震基準により整備された施設であ
り、また、老朽化がかなり進んでいるこ
とから、入居者の安全面を考慮し、令和
６年度までに廃止する。
○跡地については、民間への譲渡を含
め、幅広く検討する。

（字句の整理）

27

市営住宅
（天王、上野方、
青島、道下、六郎
丸、川の瀬）

H47
(R17)

維持

○当面は維持していくこととするが、施
設の更新時期に合わせて今後の存廃を検
討する。
○長期的な視野に立って施設の整備・補
修計画を策定し、施設の長寿命化を図
る。

R21 維持

（変更なし）

28
公園
（都市公園）

H47
(R17)

維持

○地元の協力を得ながら引き続き維持し
ていく。

R11 維持

○近接する公園や類似公園の機能再編・
分担及び統合の検討を進める。

29
公園
（市役所前公園）

H47
(R17)

維持

○他の公園に比べ規模的に大きいことか
ら、引き続き市において維持管理を行
う。

R21 維持

（変更なし）

30
公園
（魚津総合公園）

H47
(R17)

維持

○魚津水族館とのさらなる連携を図りな
がら、ミラージュランドの利用者数の増
加に努める。 R21 維持

○魚津水族館とのさらなる連携を図りな
がら、利用者数の増加に努める。
○敷地を有効活用し、活性化と賑わいを
創出するため、民間活力の活用を進め
る。

31
公園
（早月川緑地）

H47
(R17)

維持

○魚津総合公園と一体的に維持管理を行
う。

R11 維持

○利用状況や維持管理費などを踏まえ、
あり方の検討を進める。

・現時点では維持の方針だが、利用状
況、維持管理費の縮減、賑わいの拠点と
しての現状などを踏まえ、中期的に緑地
のあり方の検討を進める。

32

魚津市野外活動施
設
（ミラージュハウ
ス）

H47
(R17)

維持

○ミラージュランド内に設置された施設
であることから、施設の長寿命化を図り
ながら魚津総合公園と一体的に維持管理
を行う。

R21 維持

（変更なし）

33 坪野山村広場
H47
(R17)

維持
○地元の協力を得ながら引き続き維持し
ていく。 R21 維持

（変更なし）

34
大光寺ロードパー
ク

H47
(R17)

維持
○地元の協力を得ながら引き続き維持し
ていく。 R21 維持

（変更なし）

35 農村集落センター H30 譲渡

○地元への譲渡を前提として、地元住民
及び関係機関と協議を進める。

R6 譲渡

○地元への譲渡について、地元住民及び
関係機関と協議を進める。

（字句の整理）

老
人
・
障
が
い
者
福
祉
施
設

社
会
教
育
・
文
化
施
設 H47

(R17)
維持

○中・長期的に組織強化及び施設の再編
を図り、魚津の地形や富山湾の特性を活
かした３館の事業を連携しながら、引き
続き維持していく。
○埋没林博物館は、特別天然記念物指定
の関係から、既存の場所で平成26年度に
リニューアルを行う。
○水族博物館は、改修・改築、新築移転
の検討を早急に進める。
○歴史民俗博物館は、施設の更新時期を
見据えながら、小学校跡地へ機能集約す
る。

市
営
住
宅
・
公
園

・今年７月に策定したパークマネジメン
ト基本方針に基づき、中期的に近接立地
している類似公園の統合を検討し、賑わ
い拠点となる公園整備を進めるほか、廃
止する公園の跡地を有効活用するととも
に維持管理費の縮減を図る。また、類似
公園の機能を再編することにより特色あ
る公園づくりを今後、進める

そ
の
他
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短期
～R6

中期
～R11

長期
～R21

No
大
分
類

施設名称

平成26年度公共施設再編方針（現行） 令和元年度改定版（案）

考え方等目標
年度

方針
目標年度

方針

資料№４－②

36
農村環境改善セン
ター

H47
(R17)

維持

○長期的な視野に立って施設の整備・補
修計画を策定し、施設の長寿命化を図り
ながら、引き続き維持していく。
○広く市民に利用してもらえるよう運営
方法の改善に努め、稼働率の向上を図
る。
○公民館との一体的運営に努めるなど、
管理方法の効率化を図る。

R21 維持

○長期的な視野に立って施設の整備・補
修計画を策定し、施設の長寿命化を図り
ながら、引き続き維持していく。
○公民館との一体的運営に努めるなど、
管理方法の効率化を図る。

・運営に関する事項を削除する。

37

市営住宅団地集会
場
（小川田、吉島、
住吉）

H30 廃止

○老朽化が進み旧耐震基準により整備さ
れた施設であることから、市営住宅に合
わせて廃止する。
○跡地については、民間へ譲渡する。 R6 廃止

○老朽化が進み旧耐震基準により整備さ
れた施設であることから、市営住宅に合
わせて廃止する。
○跡地については、民間への譲渡を含
め、幅広く検討する。

（字句の整理）

38

市営住宅団地集会
場
（天王、上野方、
青島、道下、六郎
丸、川の瀬）

H47
(R17)

維持

○当面は維持していくこととするが、市
営住宅に合わせて今後の存廃を検討す
る。
○長期的な視野に立って施設の整備・補
修計画を策定し、施設の長寿命化を図
る。

R21 維持

（変更なし）

39
金山谷郷土文化保
存伝習館

H30 譲渡
○地元への譲渡を前提として、地元住民
及び関係機関と協議を進める。 R6 譲渡

○地元への譲渡について、地元住民及び
関係機関と協議を進める。

（字句の整理）

40
平沢コミュニティ
施設

H30 譲渡
○地元への譲渡を前提として、地元住民
及び関係機関と協議を進める。 R6 譲渡

○地元への譲渡について、地元住民及び
関係機関と協議を進める。

（字句の整理）

41
松倉農山村文化交
流館

H30 譲渡
○地元への譲渡を前提として、地元住民
及び関係機関と協議を進める。 R6 譲渡

○地元への譲渡について、地元住民及び
関係機関と協議を進める。

（字句の整理）

42
上中島多目的交流
センター

H47
(R17)

維持

○長期的な視野に立って施設の整備・補
修計画を策定し、施設の長寿命化を図り
ながら、引き続き維持していく。 R21 維持

（変更なし）

43 消防団詰所
H35
(R5)

維持

○地域の安全面を考慮しつつ、耐用年数
を迎えた段階で、小学校跡地の活用も視
野に入れながら機能集約を図る。

R11 維持

（変更なし）

44
片貝山ノ守キャン
プ場

H47
(R17)

維持

○長期的な視野に立って施設の整備・補
修計画を策定し、施設の長寿命化を図り
ながら、引き続き維持していく。
○より効率的・効果的に管理運営を行う
ため、指定管理者制度の導入を図る。

R21 維持

（変更なし）

45
坪野小型動力ポン
プ置場

H47
(R17)

維持

○防災の観点から既存の場所に配置する
必要がある施設であるため、引き続き維
持していく。

R21 維持

（変更なし）

46 水防倉庫
H35
(R5)

維持

○当面は維持していくこととするが、耐
用年数を迎えた段階で、小学校跡地の活
用も視野に入れながら機能集約を図る。 R11 維持

（変更なし）

47 市民バス車庫
H47
(R17)

維持

○長期的な視野に立って施設の整備・補
修計画を策定し、施設の長寿命化を図り
ながら、引き続き維持していく。

R21 維持

（変更なし）

48
魚津駅西地区仮設
住宅

H30 廃止
○施設は廃止することとし、跡地につい
ては、民間へ譲渡する。

（解体・売却済のため削除）

49 資源広場
H47
(R17)

維持

○長期的な視野に立って施設の整備・補
修計画を策定し、施設の長寿命化を図り
ながら、引き続き維持していく。

R21 維持

（変更なし）

50 城跡
H47
(R17)

維持

○長期的な視野に立って施設の整備・補
修計画を策定し、施設の長寿命化を図り
ながら、引き続き維持していく。

R21 維持

（変更なし）

51 経田駅前トイレ

（H29新設）

R21 維持

○長期的な視野に立って施設の整備・補
修計画を策定し、施設の長寿命化を図り
ながら、引き続き維持していく。

・維持する施設と同様の方針とする。

52 除雪機械格納庫

（H29新設）

R21 維持

○長期的な視野に立って施設の整備・補
修計画を策定し、施設の長寿命化を図り
ながら、引き続き維持していく。

・維持する施設と同様の方針とする。

53 旧小学校体育館

（R2新設予定）

R21 維持

○廃止する総合体育館の代替施設並びに
災害時の避難施設として、必要最低限の
修繕、補修を行いながら、維持してい
く。
○利用状況や施設の耐用年数を見据えな
がら、機能集約・複合化、民間譲渡、廃
止を含めた検討を行う。

別
記
載

跡地

・旧大町小学校
・旧上野方小学校
・旧松倉小学校
・旧上中島小学校
・旧片貝公民館
・旧村木公民館
・旧西布施保育園
・旧こばと児童センター
・旧片貝高齢者ふれあいの家
・旧百楽荘
・旧経田福祉センター
・旧西川原市営住宅

○公共施設の跡地については、施設の耐
用年数を見据えながら、売却・転用の判
断を行うものとする。
○売却・転用の判断は、施設の用途廃止
後、速やかに行うものとし、その実施
は、計画的に進める。

・廃止後、建造物が残っているものにつ
いて、まとめて記載する。

そ
の
他
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